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神神奈奈川川のの研研究究者者紹紹介介  

氏  名 木下 充代（きのした みちよ） 

 

現  職 
総合研究大学院大学, 先端学術院統合進化科学コース/統

合進化科学研究センター, 准教授 

主な経歴 

横浜市立大学大学院卒業・学位取得後，日本学術振興会特

別研究員，キャノンフェローを経て，2006 年総合研究大学

院大学・助手に着任。その後、同大学助教，講師を経て 2019

年より准教授 

専攻分野・

研究テーマ 
 神経行動学・生理行動学・視覚生態学 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

 Kinoshita M, Arikawa K. (2023) ‘Color’ Processing in the butterfly visual 

system. Trends in Neuroscience 46: 338-340. 

 Kinoshita M. Stewart F.J. (2022) Cortical-like colour-encoding neurons in the 
mushroom body of a butterfly. Current Biology 32: 114-5 

 Céchetto C, Arikawa K, Kinoshita M. (2022) Motion-sensitive neurons activated 
by chromatic contrast in a butterfly visual system. Philosophical Transactions 
of The Royal Society B 377: 20210277 

 Kinoshita M. and Stewart F.J. (2020) Retinal organization and visual abilities for 
flower foraging in swallowtail butterflies. Current Opinion in Insect Science 
42: 76-83. 

 Kinoshita M, Stewart F.J., Ômura H. (2017) Multisensory integration in 

Lepidoptera: insight into flower-visitor interactions. Bioessays. 39: 1600086 

神奈川県と

の関わり 

三浦半島の根元葉山町にある総合研究大学院大学を拠点に、里山や住宅街に多数

生息するアゲハチョウ類の訪花行動を対象に、彼らの見ている世界の理解とその

小さな脳の仕組みを明らかにする研究を行っています。 

メッセージ 

我々ヒトに自然を感じさせてくれる身近な生き物の一つに昆虫がいます。彼らは

ヒトとは大きく違う見た目を持つ一方、その知覚能力や行動には目を見張るもの

があり、古くから多くの研究者を惹きつけてきました。私の研究対象であるナミ

アゲハは、ヒトより鋭い色覚を持つため、色覚研究のモデル生物のひとつです。

彼らの色覚能力は、その訪花戦略を通じて、植物の多様性や生態系の維持に寄与

してきたと考えることができます。このような研究は、ヒト以外の生き物につい

ての理解を深めるだけでなく、多様な生物が共存できる社会や生態系保全などを

考える上で重要な知見を与えてくれます。 

連 絡 先 

研究室ウェブサイト： 

https://sites.google.com/view/soken-biology-of-butterfly-j/ 

E-mail： kinoshita_michiyo@soken.ac.jp 
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１ 博物館の沿革 

 1980 年代に川崎市民の中で登戸研究所

遺跡の保存運動が生まれ、登戸研究所関係

者への聞き取り調査などが行われ、登戸研

究所の実態解明が進んだ。川崎市民・研究

所勤務者が遺跡の保存と資料館建設を明治

大学に働きかけ、大学は平和教育・科学教

育発信の拠点として位置付けて、研究所時

代の建物１棟を保存・活用して、2010（平

成 22）年３月に資料館を設立した。 

２ 博物館の特色 

 登戸研究所は、1937（昭和 12）年に電波

兵器の実験場として生田の地に開設され、

日中戦争の泥沼化に対応するために、1939

（昭和 14）年に総合的な秘密戦研究機関と

して再編拡充された。 

 本資料館には５つの展示室がある。第１

展示室では、ジオラマや航空写真などのパ

ネル展示で登戸研究所設立の目的や組織の

構成を示し、秘密のベールに包まれた研究

所の全体像を明らかにしている。 

 第２展示室では、登戸研究所で開発され

た代表的兵器である「ふ号」＝「風船爆弾」

（アメリカ本土攻

撃のための気球）

と電波兵器「く号」

（電磁波で人員を

殺傷しようとする

兵器）などを模型

や写真で示してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第３展示室では、スパイが使用する毒

物・薬物・時限爆弾・放火道具、相手国の

食糧生産に打撃を与えるため穀物を枯らし

たり、家畜を殺傷したりする細菌兵器など

について展示している。 

 第４展示室では、大戦中に大規模に実施 

された中国（蒋介石政権）紙幣の偽造とそ

の撒布作戦について、当時製造された実物

の偽札も交えて展示している。 

 第５展示室では、大戦末期、「本土決戦」

に備えて、登戸研究所は長野県を中心とし

た地域に分散移転する。研究所本部とゲリ

ラ戦のための兵器を製造する部門が移転し

た長野県伊那地方に残された遺跡・遺物に

ついて展示している。 

３ 地域文化との関わり 

 資料館は、大学にとって平和教育・科学

教育の発信地であると同時に川崎市民の

方々との地域連携の場であると位置付けら

れており、毎年の企画展・講演会などを通

じて連携・協力を深めている。 

４ ご利用案内 

・開館時間 10:00～16:00  

・休館日 日・月・火  

・入館料 無料  

・問合せ先 

HP：https://www.meiji.ac.jp/noborito/ 

電話：044-934-7993 

・交通アクセス 小田急線「生田駅」南口

から新宿方向に徒歩約 12 分、あるいは小

田急線「向ヶ丘遊園駅」北口から小田急

バス「明大正門前」行で 20 分、終点下車。 

神神奈奈川川のの大大学学博博物物館館・・美美術術館館等等のの紹紹介介  

 明治大学平和教育登戸研究所資料館 
 

  明明治治大大学学生生田田キキャャンンパパススはは、、旧旧日日本本陸陸軍軍のの登登戸戸研研究究所所のの跡跡地地にに立立地地ししてていいるる。。登登戸戸研研究究

所所はは、、陸陸軍軍のの秘秘密密戦戦（（ススパパイイ活活動動ななどど））ののたためめのの兵兵器器・・資資材材をを研研究究・・開開発発すするる機機関関ででああっっ

たた。。登登戸戸研研究究所所時時代代のの建建物物をを保保存存・・活活用用ししてて展展示示ススペペーーススととしし、、戦戦争争のの裏裏側側でで展展開開さされれてて

いいたた秘秘密密戦戦のの実実態態ににつついいてて、、あありりののままままにに現現代代にに伝伝ええよよううとといいうう資資料料館館ででああるる。。  
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